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系
に
な
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
充
実

し
た
休
暇
制
度
や
育
児
・
介
護
に
関
す
る

制
度
も
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

仕
事
も
私
生
活
も
充
実
さ
せ
た
い
、
北

海
道
警
察
は
そ
ん
な
あ
な
た
に
ぴ
っ
た
り

の
組
織
で
す
。

詳
し
く
は
興
部
警
察
署
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
興
部
警
察
署

☎
８
２
‐
２
１
１
０

令
和
２
年
度
入
校
生
追
加
募
集

国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

で
は
、求
職
中
の
障
が
い
者
の
入
校
生（
訓

練
期
間
６
ヶ
月
、
１
年
ま
た
は
２
年
間
）

を
追
加
募
集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
当
校
ま

た
は
最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

令
和
２
年
度

第
１
回
北
海
道
警
察
官
採
用
試
験

北
海
道
警
察
官
募
集
中

「
こ
こ
か
ら
つ
な
が
る
、未
来
の
た
め
に
。」

採
用
予
定
人
員

２
１
０
人
程
度

男
性
Ａ
区
分
120
人
程
度

Ｂ
区
分
35
人
程
度

女
性
Ａ
区
分
40
人
程
度

Ｂ
区
分
15
人
程
度

受
付
期
間

4
月
8
日
㈬
ま
で

第
1
次
試
験
日
５
月
16
日
㈯

第
2
次
試
験
日

６
月
中
旬
～
７
月
上
旬

◎
誰
か
の
役
に
立
ち
た
い
、
そ
ん
な
思

い
を
持
っ
て
い
る
人
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

悪
は
許
せ
な
い
、
困
っ
て
い
る
人
を

助
け
た
い
、
北
海
道
の
た
め
に
働
き
た

い
、
そ
ん
な
思
い
を
持
っ
て
い
る
方
々
、

私
た
ち
と
一
緒
に
働
き
ま
せ
ん
か
。

◎
あ
な
た
の
個
性
を
存
分
に
生
か
せ
る

フ
ィ
ー
ル
ド
が
あ
り
ま
す
。

警
察
官
と
い
う
仕
事
に
は
、
交
番
勤
務

や
刑
事
、
鑑
識
、
白
バ
イ
、
サ
イ
バ
ー
犯

罪
捜
査
、
機
動
隊
、
音
楽
隊
な
ど
た
く
さ

ん
の
任
務
と
役
割
が
あ
り
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
個
性
が
、
そ
の
役
割
を

果
た
す
力
と
な
り
ま
す
。

◎
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
重
視
！

仕
事
の
や
り
が
い
だ
け
で
は
な
く
、

私
生
活
の
充
実
も
大
切
に
し
て
い
る
組

織
で
す
。

道
内
の
他
の
公
務
員
よ
り
高
い
給
与
体

募

集

海
上
保
安
官
採
用
試
験
（
大
卒
）

令
和
２
年
度
か
ら
大
学
卒
業
者
を
対
象

と
し
た
採
用
試
験
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

申
込
受
付
期
間

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込

３
月
27
日
㈮
～
４
月
8
日
㈬

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
が
で
き
な
い

状
況
に
あ
る
場
合
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

試
験
日
程

第
1
次
試
験

6
月
7
日
㈰

第
1
次
試
験
合
格
発
表

7
月
8
日
㈬

海
上
保
安
官
等
採
用
試
験

第
2
次
試
験

7
月
14
日
㈫
～
7
月
20
日

㈪
の
指
定
す
る
日

最
終
合
格
発
表

8
月
18
日
㈫

受
験
資
格

令
和
2
年
４
月
１
日
に
お
け
る
年
齢

が
30
歳
未
満
で
、
大
学
を
卒
業
し
た
人

お
よ
び
令
和
3
年
3
月
ま
で
に
大
学
卒

業
見
込
み
の
人

採
用

令
和
3
年
4
月

海
上
保
安
大
学
校
（
広
島
県
呉
市
）
に

お
い
て
、
幹
部
海
上
保
安
官
と
し
て
必
要

な
基
礎
的
知
識
や
船
舶
運
航
に
関
す
る
専

門
的
知
識
・
技
能
を
修
得
す
る
た
め
2
年

間
の
研
修
を
受
け
ま
す
。
そ
の
後
、
巡
視

船
の
主
任
（
初
級
幹
部
）
と
し
て
勤
務
し

ま
す
。

海
上
保
安
学
校
学
生
採
用
試
験
（
特
別
）

令
和
2
年
度
か
ら
受
験
資
格
が
変
更

（
高
校
卒
業
後
の
経
過
年
数
が
現
行
6
年

か
ら
13
年
に
拡
大
）
さ
れ
ま
す
。

申
込
受
付
期
間

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込

３
月
27
日
㈮
～
４
月
3
日
㈮

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
が
で
き
な
い

状
況
に
あ
る
場
合
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

試
験
日
程

船
舶
運
航
シ
ス
テ
ム
課
程
（
航
海・機
関・

主
計
コ
ー
ス
）

第
1
次
試
験
５
月
10
日
㈰

第
1
次
試
験
合
格
発
表

5
月
29
日
㈮

第
2
次
試
験

６
月
3
日
㈬
～
６
月
17
日

㈬
の
指
定
す
る
日

最
終
合
格
発
表
７
月
17
日
㈮

受
験
資
格

令
和
2
年
４
月
１
日
に
お
い
て
高
等
学

校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
日

の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
13
年
を
経
過
し
て

い
な
い
人
お
よ
び
令
和
2
年
９
月
ま
で
に

高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業

す
る
見
込
み
の
人
な
ど

採
用
（
入
学
）
令
和
2
年
10
月

海
上
保
安
学
校
（
京
都
府
舞
鶴
市
）
に

お
い
て
、海
上
保
安
業
務
に
必
要
な
知
識・

技
能
を
学
び
ま
す
。
入
学
と
同
時
に
国
家

公
務
員
と
し
て
採
用
さ
れ
、
給
与
（
月
額

約
14
万
円
）
や
ボ
ー
ナ
ス
（
年
２
回
）
が

支
給
さ
れ
る
ほ
か
、
国
土
交
通
省
共
済
組

合
員
と
し
て
の
各
種
福
利
厚
生
の
給
付
な

ど
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
入
学
金
や

授
業
料
が
不
要
で
す
。

採
用
情
報
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
紋
別
海
上
保
安
部
管
理
課

☎
０
１
５
８
‐
２
３
‐
０
１
１
８ 
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３
月
議
会
定
例
会
そ
の
他

定
例
会
は
3
・
６
・
9
・
12
月
の
年
４

回
開
催
さ
れ
、
議
案
審
議
の
ほ
か
に
一
般

質
問
が
行
わ
れ
ま
す
。
３
月
定
例
会
で
は

各
会
計
新
年
度
予
算
に
つ
い
て
も
審
議
さ

れ
ま
す
。

議
会
は
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

開
会

３
月
10
日
㈫

10
時

場
所

役
場
庁
舎
３
階

議
場

問
議
会
事
務
局

▼
種
類

	・
駒
菌
１
瓶
（
５
０
０
駒
入
り
）

	・
種
菌
１
瓶
（
１
０
０
０
㏄
入
り
）

い
ず
れ
も
シ
イ
タ
ケ
・
ナ
メ
コ
・
ヒ
ラ

タ
ケ
・
タ
モ
ギ
タ
ケ
の
４
種
類

※�

原
木
は
、
き
の
こ
菌
１
瓶
で
16
本
（
90

㎝
）
ほ
ど
必
要
で
す
。
原
木
の
数
量
が

少
な
い
た
め
早
め
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
植
菌
用
ド
リ
ル
は
無
料
で
貸
し

出
し
ま
す
。

申
し
込
み

３
月
31
日
㈫
ま
で

問
雄
武
町
森
林
組
合

☎
８
４
‐
２
０
３
６

き
の
こ
菌
の
予
約
受
付

転
入
・
転
出
・
転
居
の
届
出
は
14
日
以
内
に

○
転
入
届
（
町
外
か
ら
雄
武
町
へ
）

必
要
な
も
の
～
こ
れ
ま
で
住
ん
で
い
た

市
区
町
村
か
ら
転
出
す
る
際
に
交
付
を

受
け
た
転
出
証
明
書
、
届
出
人
の
本
人

確
認
書
類
、
個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド
ま

た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番

号
カ
ー
ド
）、
お
持
ち
の
人
は
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド

届
出
人
～
本
人
ま
た
は
転
入
後
の
住
所
で

同
一
と
な
る
世
帯
の
人
。
そ
れ
以
外
の
代

理
人
が
届
け
出
す
る
場
合
は
、
本
人
か
ら

の
委
任
状
・
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類
・

印
鑑
が
必
要
で
す
。

届
出
期
間
～
雄
武
町
に
転
入
し
た
日
か
ら

14
日
以
内

○
転
出
届
（
雄
武
町
か
ら
町
外
へ
）

必
要
な
も
の
～
届
出
人
の
本
人
確
認
書

類
。
ま
た
、
転
出
先
住
所
を
確
認
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

届
出
人
～
本
人
ま
た
は
届
け
出
時
点
で
同

一
世
帯
の
人
。
そ
れ
以
外
の
代
理
人
が
届

け
出
す
る
場
合
は
、本
人
か
ら
の
委
任
状・

代
理
人
の
本
人
確
認
書
類
・
印
鑑
が
必
要

で
す
。

届
出
期
間
～
転
出
を
さ
れ
る
日
ま
で
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
届
け
出
を
せ
ず

に
引
っ
越
し
た
場
合
は
、
転
出
後
14
日
以

内
に
届
け
出
し
て
く
だ
さ
い
。
遠
方
に
転

出
し
た
場
合
な
ど
、
郵
送
に
よ
る
手
続
き

も
可
能
で
す
の
で
、
そ
の
際
は
事
前
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
転
居
届
（
町
内
に
お
け
る
異
動
）

町
内
で
住
所
が
変
わ
る
場
合
は
、
転
居

届
が
必
要
で
す
。転
入・転
出
届
と
同
様
に
、

本
人
確
認
書
類
を
持
参
の
う
え
、
転
居
後

14
日
以
内
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
個
人
番
号
カ
ー
ド
・
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
を
利
用
し
た
転
出
届
・
転
入
届

(

転
入
届
の
特
例)

個
人
番
号
カ
ー
ド
、
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
人
は
、
転
入
届
の
特

例
の
適
用
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
転
出
手
続

き
の
際
に
は
原
則
と
し
て
、
通
常
の
転
出

手
続
き
で
発
行
さ
れ
る
転
出
証
明
書
が
発

行
さ
れ
ま
せ
ん
。

転
入
手
続
き
に
は
、個
人
番
号
カ
ー
ド・

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
お
よ
び
印
鑑
の
持

参
、
暗
証
番
号
入
力
、
住
民
異
動
届
の
記

載
が
必
要
で
す
。

問
住
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係

   Information

路線バスの運行便数等が
変更になります！
現在、宗谷バス（株）が運行する「音標・雄武線」は、

赤字の概ね半分程度を国と北海道からの補助金を受け
て運行していました。しかし、昨年 10 月からは、こ
の補助金の対象外となり、年間 3，800 万円程度を雄
武町と枝幸町の２町で負担することになりました。

また、運行を行うバス事業者も、慢性的な運転手不
足や労働環境の変化により、現行の運行を維持し続け
ることが困難な状況となっています。

これを受け、バス事業者から改善する見直しの提案
を受けたうえで、関係機関との調整を行い、やむなく
運行便数等の変更を行うこととなりました。

町民の皆さまには大変ご不便をおかけしますが、ご
理解いただきますようお願いいたします。

問財務企画課
企画調整係

【変更前】
6：54 雄武発 8：05 枝幸着
7：10 枝幸発 8：17 雄武着
8：40 雄武発 9：50 枝幸着

10：15 枝幸発 11：22 雄武着
11：45 雄武発 12：55 枝幸着
13：00 枝幸発 14：07 雄武着
14：30 雄武発 15：40 枝幸着
16：10 枝幸発 17：17 雄武着
17：40 雄武発 18：50 枝幸着
18：40 枝幸発 19：47 雄武着

※「7：15 郡界発」については、土・日、
祝日、休校日は運休となります。

【変更後】
7：15 郡界発 8：05 枝幸着
7：10 枝幸発 8：17 雄武着
8：40 雄武発 9：50 枝幸着

13：00 枝幸発 13：45 郡界着
13：57 郡界発 14：35 枝幸着
16：10 枝幸発 17：17 雄武着
17：40 雄武発 18：50 枝幸着
18：40 枝幸発 19：25 郡界着


